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目 利 き が 選 ぶ 今 週 の 3冊

陣野俊史
・
批評家

昼が夜に負うもの
ヤスミナ・カドラ

紛争地の人々の生活を

豫羊や力■こ描き出り
~作

家ヤ

スミナ・カドラの最新作。

今回は自身の故国アルジ

ェリアが舞台。血みどろ

の戦争を背景に少年たち

の群を描く。藤本優子訳。
(早川書房 ・2100円)

(禁尋斎:鮨雰i輪 勝記
中沢孝夫

福丼県立大特任教授

グローバル化経済の転換点
中丼浩之著

１
９
６
０
年
代
か
ら
７０
年
代

初
め
に
か
け
て
、

日
本
は
好
員

気
に
わ
い
た
。

そ
れ
に
付
薩
し

て
さ
ま
さ
ま
な
文
化
が
台
頭
し

事
件
も
起
こ
っ
た
。

若
者
文
化

が
流
行
し
学
生
運
動
も
活
発

に
。

社
会
そ
の
も
の
が
活
動
的

な
時
期
だ

っ
た
。

そ
れ
を
は

っ
き
り
示
す
イ
ベ

ン
ト
も
い
く
つ
か
。

６４
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
７０
年
の
日

本
万
国
博
覧
会
が
、

そ
の
代
表

だ
ろ
う
。

活
気
に
満
ち
た
時
代

の
象
徴
と
し
て
人
々
に
記
憶
さ

れ
る
。

同
時
に
そ
う
し
た
行
事

は
、

当
時
多
く
の
社
会
風
俗
を

も
生
み
出
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、

「
根
性
」

ブ
ー
ム
で
あ
る
。

６４
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、

全
日
本
女
子
バ

レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
優
勝
．

チ
ー
ム
を
率
い
た
の
が
、

大
松

博
文
監
督
だ

っ
た
。

そ
の
指
導

方
法
が
過
酷
で
、

日
本
の
上
着

的
な
精
神
主
義
が
賛
美
さ
れ
話

題
と
な

っ
た
。

監
督
の

『
お
れ
に
つ
い
て
こ

い
′
』

『
な
せ
ば
成
る
』
な
ど

の
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

そ

の
た
め

「
根
性
」
と
い
う
言
葉

が
∞
年
代
後
半
に
流
行
し
、

観

光
地
で
も

「
根
性
」
と
書
い
た

置
物
が
登
場
す
る
ま
で
に
。

“
年
か
ら

『
週
刊

マ
ー
ガ
レ

ッ
ト

』
に
連
載
の
始
ま

っ
た
浦

野
千
賀
子
の
「
ア
タ

ッ
ク
に
１

一

も
、

時
代
の
波
を
も
ろ
に
受
け

る
。

文
字
ど
お
リ
ブ
ー
ム
の
バ

レ
ー

ボ
ー
ル
を
扱

っ
た
ス
ポ
根

（
ス
ポ
ー
ツ
根
性
も
の
）
マ
ン

ガ
だ

っ
た
。

中
学
と
高
校
の
パ

レ
，

テ
ー
ム
を
舞
台
に
、

思
青

期
の
悩
み
や
喜
び
を
熱
く
描
き

大
ビ

ッ
ト
作
と
な
る
。

る
の
が
、

中
学
の
本
郷
先
生
や

合
宿
先
の
猪
野
熊
監
督
。

そ
の

ス
パ
ル
タ
練
習
は
、

少
女
た
ち

の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
。

同
時

に
そ
の
心
を
も
鍛
え
あ
げ
、

最

終
的
に
世
界
大
会
で
の
勝
利

ヘ

と
結
び
つ
く
。

当
時
、

類
似
し
た
ス
ポ
根
マ

ン
ガ
や
根
性
ド
ラ
マ
が
流
行
．

―
ツ
に
よ

っ
て
精
神
的
に
成
長

し
て
い
く
少
女

の
姿
を
前
面

に
。

そ
の
た
め
熱
い
共
感
を
よ

ん
だ
の
で
あ
る
。

景
気
が
よ
か

っ
た
時
代
は
、

サ
ラ
リ

ー

マ
ン
も
残
業

つ
づ

き
。

ア
リ
ナ
ミ
ン
、

マ
ミ
ア
ン
、

リ
ポ
ビ
タ
ン
Ｄ
な
ど
の
栄
養
ド

リ
ン
ク
や
薬
の
Ｃ
Ｍ
が
、

テ
レ

ビ
の
５
秒
ス
ポ

ッ
ト
で
流
さ
れ

た
。

「
モ
ー
レ
ツ
か
ら
ビ

ュ
ー

テ
ィ
フ
ル

ヘ
」
と
い
う
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
の
Ｃ
Ｍ
が
話
題
と
な

る
の
は
、

そ
う
し
た
時
代
の
後

半
期
、

７０
年
の
こ
と
で
あ
る
。

（同
志
社
大
教
授
）

「ス
ポ
根
」少
女
素
顔
に
共
感

＾
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1と沢秋と (双来●p

グラフや表の作り方が

素晴らしいのである。そ

れによって日本をはじめ

とする各国の歩みがよく

わかるのだ。世界の相互

依存関係の内実が転換点

をむかえているようであ

る。 (中公新書 ・840円)

他人の置かれている状

態を理解し、自分を相手
の立場に置いて感情を分

かち合うことを説くトッ

プセールスの極意。大切
なのは精神的な余裕だ。
(プレジデント社 ・1148

円)
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雑誌 「ロスジェネJの

編集長|まもともと 「新潮

新人賞」の受賞歴もある

小説家。その受賞作も収

録した第 1月ヽ説集だ。社

会の圧力に苦しむ登場人

物たちが印象的。 (朝日

新lll出版 ・1800円)

ス
ポ
ー
ツ
に
よ

っ
て
少
女
が
成
長
す
る
姿
を
描

い
た

０^
浦
野

十
賀
子
／
ホ
ー
ム
社
浸
画
ズ
”
）

が
う
も
、

バ
レ
ー

を
通
し
て
心
　
師
弟
愛
、

家
族
愛
が
、

さ
ま
ざ

を
通
わ
せ
て
い
く
。　

　
　
　
　
　
ま
な
ド
ラ
マ
の
な
か
に
組
み
い

こ
う
し
た
少
女
た
ち
を
鍛
え
　
れ
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
ス
ポ

物
語
は
、

虚
弱
な
体
を
治
す

た
め
、

東
京
の
名
門
中
学
か
ら

富
士
見
学
回

に
転
校
し
た
少

女
、

鮎
原
こ
ず
え
を
中
心
に
展

開
。

中
学
２
年
の
こ
ず
え
は
他

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
と
も
に
、

同
校
の
パ
レ
ー

チ
ー
ム
と
対
戦

す
る
は
め
に
。

そ
の
実
力
を
認

め
ら
れ
人
部
し
キ
ャ
プ
テ
ン
ま

で
務
め
る
よ
う
に
な
る
。

早
川
や
大
沼
な
ど
、

中
学
、

そ
し
て
進
学
し
た
高
校
で
、

さ

ま
き
ま
な
ラ
イ

バ
ル
と
出
会

う
。

い
さ
か
い
を
繰
り
返
し
な

「
ア
タ

ッ
ク
に
１
」
が
人
気
と

な

っ
た
の
は
、

ブ
ー
ム
を
反
映

す
る

一
方
で
、

読
者
で
あ
る
少

女
た
ち
の
日
常
を
、

作
品
に
グ

イ
レ
ク
ト
に
摘
き
こ
ん
だ
か
ら

に
ち
が
い
な
い
。

友
人
同
士
の

嫉
妬
、

友
情
、

恋
愛
、

そ
れ
に

次
回
は
１２
月
“
日
に
掲
載
し

ま
す
。

し

ン
↓

と
υ
ぽ
侑

に
に
０

　

―ヽ
―

つ
も
微
妙

な
泄

が
あ
る

の
だ

が
、

そ

こ
を
超

え

て
相

手

の

メ

σ
ｌｌｌ
ヵ
′
　

●
１

一
そ
“

く
試

み
は

こ
れ

か
ら
増

え
る

か
も

．
　

　

（
陣
野
俊
史

）

力
″
　
ル
沖
，
，
　
Ｆ
Ｉ
ｒ

又
ｎ
）
．

ル
ワ
ン
グ
で
起
き
た

民
族
綺
争
の
中
、
ト
イ
レ
に

３
カ
月
も
身
を
隠
し
奇
跡
的

に
生
き
延
び
た
女
性
の
現
実

の
物
語
だ
，

素
晴
ら
し
い
両

親
と
兄
弟
に
囲
ま
れ
て
育

っ

た
彼
女
は
、　

一
悪
魔
」
に
心

を
奪
わ
れ
た
人
々
に
家
族
を

殺
さ
れ
る
と
い
う
過
酷
な
連

命
に
見
舞
わ
れ
る
。

だ
が
葛

藤
し
な
が
う
も
殺
致
者
を
許

し
、

前
向
き
に
生
き
て
い
く
。

忠
壮
感
は
な
い
。

説
後
に

は
勇
気
と
力
強
さ
を
得
ら
れ

た
よ
う
に
感
じ
た
，

心
に
は

時
に
相
反
す
る
２
つ
の
気
持

ち
が
あ
る
。

ど
ち
ら
を
選
択

す
る
に
し
て
も
、

選
択
し
た

い
気
持
ち
に
な
れ
る
方
法
を

こ
の
本
は
教
え
て
く
れ
る
。

こ
う
し
た
出
合
い
も
父
の

お
か
げ
。

父
は
□
碁
に
は
と

て
も
厳
し
か

っ
た
が
、

今
は

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

来
月
の
筆
者
は
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
の
浮
宮
優
氏

で
す
。

儘‐ロロ
ソウル  コ レクター    シ ェ7'―  テ イーヴ ,一
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(11月15日か ら 11月21 Flまで、 東京  ′ヽr朝,プ ックセ ンター本店 ,
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本
書
に
よ
る
と

「
学
業
に
　
　
　
　
　
は
命
令
形
と
し
て
は
完
全
に

成
果
を
見
い
だ
せ
な
い
大
学
　
　
　
　
　
矛
盾
す
る
、

と
い
う
名
言
を

離

¨
〓
辞
輩
電

満
足

と

印
就

師

駅

肇

“

職
場
は
ど
う
だ
ろ
う
。

世

の
中
に
は

「
だ
れ
が
や

っ
て

も
楽
し
く
な
い
仕
事
」
も
あ

る
が
、

な
る
べ
く
な
ら
仕
事

い
。

大
切
な
の
は
内
発
性
だ
。

「
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と

「
ワ
ー

ク
」
を
兼
ね
備
え
た

「
学
び

の
き

っ
か
け

に
満
ち

た
仕
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酔剛お

わ一一時一一一崚詢一］　一̈　幸̈け」ゆ肛路期椰「・

涯
の
課
題
だ
が
、

本
書
は
り
　
と
０
　
と
い
つ
実
に
は
げ
ま
さ
れ
る
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